
地域と連携・地域を活用したPBL教育の導入と効果
アクティブ・ラーニングを導入した地域連携教育

日 時：2016年09月06日〔火〕14:45-15:45

会 場：アルカディア市ヶ谷

主 催：公益社団法人 私立大学情報教育協会

講 師：信州大学 総合人間科学系 准教授

-キャリア教育・サポートセンター 副センター長

-産学官・地域総合戦略推進本部長

林 靖人（Hayashi Yasuto）

- 平成28年度 教育改革ICT戦略大会 全体会報告資料 -

※PBL：Project Based Learning

※
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地域と連携・地域を活用したPBL教育の導入と効果

報告の概要

1.信州大学の概要

2.地域・連繋・マネジメント

3.COC事業を活用した

PBL教育環境の基盤強化（総論）

4.PBL授業の開発（各論）

5.ＰＢＬ教育の効果

6.今後の発展と課題
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地域と連携・地域を活用したPBL教育の導入と効果
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1. 信州大学の概要

地域との繋がりと研究・教育の発展
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地域と連携・地域を活用したPBL教育の導入と効果

信州・長野県の概況
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l３つのアルプスが形成する日本の屋根

l日本の山村風景を形成する「中山間地域」が多数

…村の数、農家数、長寿「日本一」

l雄大な自然環境をテーマに文化・芸術も発展

…美術・芸術館・博物館、公民館等数 「日本一」

l精密機械工業の発展

• 養蚕の発展から始まる機械工業

• 諏訪エリアはかつて「東洋のスイス」

• 時計・光学機器等の発展 セイコーEPSON他

→現在は電子・情報通信機器

l「醸造・発酵」など食品加工・保存技術の蓄積

• 日本酒、ワイン、味噌・醤油、漬け物等

l晴天率が高く、冷涼・寒暖差のある気候

• 高原野菜や果樹栽培が盛ん

• 近年ではワイン用ブドウの適地に



地域と連携・地域を活用したPBL教育の導入と効果

上⽥市

南箕輪村

松本市

信州の主要4圏域に配置された知（地）の拠点
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信州大学法人本部、
人文学部・経法学部・理学部・医学部
全学教育機構（共通教育）
（山々に囲まれ、緑あふれるキャンパス）

⻑野市

信州大学 農学部
（入口となるユリノキの並木） 信州大学 繊維学部

（写真は1930年に建設された現・信州大学繊維学部講堂）

信州大学 教育学部
（写真は1895年に建設された元県庁書庫）

信州大学 工学部

信州独自の気候・風土、歴史、文化、産業の
体系化、高度化が信州大学の起源

松本、伊那、佐久、善光寺の4平野、10地域
(広域)を「学」によってまとめ、信州として
総合⼒を発揮するための研究や教育を推進

信州全域をキャンパスとして、学生11,000人が学ぶ



地域と連携・地域を活用したPBL教育の導入と効果

信州大学のビジョン

5

オ ン リ ー ワ ン の 魅 力 あ ふ れ る
「 地 域 拠 点 大 学 」 を め ざ し て

これまでの取組を継承発展



地域と連携・地域を活用したPBL教育の導入と効果

山岳環境を活かしたグローカルな学際研究
信州大学概要
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地域と連携・地域を活用したPBL教育の導入と効果

豊かな水の保全と活用を目指す社会実装型研究
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信州大学概要



地域と連携・地域を活用したPBL教育の導入と効果

地域の技術集積を活用したメディカル産業創出
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信州大学概要



地域と連携・地域を活用したPBL教育の導入と効果

学生（サークル等）×地域のコラボレーション
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信州大学概要



地域と連携・地域を活用したPBL教育の導入と効果

産学官連携ＰＢＬによる商品化（PBL：Project Based Learning）
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サークルKサンクス × 大町市 × 信州大学 共同企画「コンビニ版黒部ダムカレー」

授業：マーケティング・ブランド論 課外実践

商品コンセプト及び販売戦略 学内初イベント興味を持たせるポスター

産学官の連携フィールドを活用し、
学生がほぼ全て作成をしました

電子POPによる注意喚起 観光雑誌の定番入りへ



地域と連携・地域を活用したPBL教育の導入と効果

信州大学と地域との繋がり

•地勢や自然資源、環境を活かした基盤的研究の推進

•地域の産業基盤を活かした産学連携実践研究の推進

•学生が地域に目を向け、主体的に地域活動に取り組む

•地域を活用した学生教育（SL、PBL等）の体系化

•地域連繋活動の志向浸透とシステム化、体制づくり

•地域の人材育成と大学教育の循環システムへ
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基礎研究の
推進と両立

「地〔知〕の拠点整備事業」＆「地〔知〕の拠点大学による地方創生推進事業」へ
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2. 地域・連携（連繋）・マネジメント

信州大学としてのポリシーを考える
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地域と連携・地域を活用したPBL教育の導入と効果

大学と地域の連繋に関する国際比較研究１

University engagement
…大学と地域の“連繋”

欧米の大学の多くは経営戦略として明確に地域と大学の関

係性を位置づけている（University engagement 

Strategyの制定・発行や専門部局を設置）。地域における

大学の存在価値（地域人材育成・経済）、大学にとっての

地域の存在価値（学生の実践学習・研究の実践力）を理解

し、両者が相互に発展をすることを共同で考える志向・シ

ステムとなっている。

例：大学の施設配置における市政連携（都市計画対応）や

地域施設の利用における大学解放、大学施設等の市民活用、

シンクタンク機能等。

デビッド・チャールズ氏 来学

英国・ストラスクライド
大学地域経済開発・政策学教授

イギリスにおける大学の地域戦略等の
第一人者として政策策定等にも関わる

13



地域と連携・地域を活用したPBL教育の導入と効果

大学と地域の連繋に関する国際比較研究２

14

信大NOW Vol.86

• Exchange of Idea
• Knowledge Exchange



地域と連携・地域を活用したPBL教育の導入と効果

地域とは

・Area

・Region

・Place

・Local Government

・Nation、Country（of Origin）

15

Community

人の生活・文化的営み

に基づくまとまり

地勢、行政など空間的・形式的なまとまり

Spatial・Formal



地域と連携・地域を活用したPBL教育の導入と効果

連携（連繋）とは

• Partnership

•Relationship

•Collaboration

• Engagement …前提的な意味での「つながり」
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University Engagement → University Engagement Strategy

重要なのは、Exchange of Idea,  Knowledge Exchange



地域と連携・地域を活用したPBL教育の導入と効果

マネジメントとは

•Operation

•Control

•Administration

•Management…うまく調整する
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組織、制度、コミュニケーションルール、利害

（≠企業・組織経営）



地域と連携・地域を活用したPBL教育の導入と効果

地域連繋マネジメントの難しさ

社長

管理職

社員

企業の場合

経営理念
経営戦略

活動
コア

賛同者

活動理念
活動方針

地域の場合

無関心
協力者

他の
活動

反発者

反発者
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SpatialとCommunityの軸に
複数の活動が交差

地域とのSLやPBLには、様々な主体との調整が必要

PBLを気軽に増やせと
言われても実は困難



地域と連携・地域を活用したPBL教育の導入と効果

課題解決ニーズと教育研究シーズのマッチング

活動
コア

賛同者
無関心

協力者
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・資源発掘や資源活用
・計画策定や合意形成
・地域の人材育成

地域

人 と 人 の つ な が り を う ま く 調 整 す る

自分の都合があるけれど
も相手にも都合がある

出来る人だけではない、
苦手な人や分野もある

地域も未来の担い手を
育てたい気持ちは同じ
（つながっている）

見方を変える、見せ方を変える
可視化と対話による合意形成

大学

活動
コア

賛同者
無関心

協力者反発者 反発者



3. COC事業を活用したPBL教育環境の基盤強化

全学的な地域志向の強化、地域連繋体制の強化
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地域と連携・地域を活用したPBL教育の導入と効果

文部科学省による地域貢献推進事業

⼤学等が⾃治体等と連携し、地域を志向した
「教育・研究・地域貢献活動」を⼀体的に
全学的に進める取り組みを⽀援する事業

プロジェクト期間：平成25年度〜29年度
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⼤学を地域の知の中核的存在へ
COC Ce n t e r o f C ommun i t y

「地（知）の拠点整備事業」

錦の御旗として
最大限活用！



地域と連携・地域を活用したPBL教育の導入と効果

上⽥市

南箕輪村

松本市

⻑野市

伊那市
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対話から位置づける長野県の課題

中山間地域
の未来

歴史
芸術文化
の未来

環境共生
の未来

健康長寿
の未来

連携協定

地域対話

協議会

地域ニーズを収集

多文化共生
の未来

防災減災
の未来

自治体の行政施策
とも対応付けを行う

→予算や事業化



地域と連携・地域を活用したPBL教育の導入と効果
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中山間
地域
の
未来学
Ⅰ

芸術
文化
の
未来学
Ⅰ

環境
共生
の
未来学
Ⅰ

中・東信地域 南信地域北信地域 地域おこし協力隊／長野市
飯島 悠太（25）

保育士／上田市
石井 恵里子（27）

技術職員／南箕輪村
野溝 幸雄（   ）

地域戦略

信州の地域課題を通じて学問と社会のつながりを高める
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信州アカデミア事業モデル

大学教育改革

地域貢献（地域人材育成）

地域連繋による
循環型学習環境構築

地域戦略プロフェッショナル・ゼミ

地域活性化の基盤

信州 知の森
プラットフォーム

行政・企業など
他の活動の
参加・連繋促進

・
地
域
講
師
を
担
当

・
実
践
学
習
の
場
提
供

・
地
域
活
用
学
習

・
課
題
実
践
学
習

信州大学

課
題
解
決
活
動

中山間地域の未来学

芸術文化の未来学

環境共生の未来学

地域の知と

大学の知を

融合させて

信州の未来

を考える

解決知

を創造

社会人の学び直し・経験知の体系化と行動力アップ

自治体職員等

の地域講師を

活用した授業

や地域課題を

実践的に学ぶ

授業の導入

自治体職員による講義

・地域課題解決のパイオニア育成
・高度専門職人材の育成（大学院進学）
・地域コーディネーターの育成

地域志向教員の増加
地域志向学生の増加

地域志向の教員や
学生と協力して、
継続的に支援

課題解決人材の増加
活動支援者の増加

プロゼミで育成した地域人材を大学

教育に活用。自身の学びに加え、教

えることで学修を達成する。また、

地域からの踏み込んだ大学参加によ

り地域と教員・学生の連繋が深まり、

地域志向教育・研究の実践力を促進
（地（知）の拠点）

実践者の知

研究者の知

課題
解決知

研
究
開
発

防災減災の未来学

多文化共生の未来学

健康長寿の未来学

キャリア形成

キャリア意識醸成

1.課題解決知の形成 2.人材育成フェーズ 3.地域協創の実践



地域と連携・地域を活用したPBL教育の導入と効果

研究・教育シーズの強化、開発

24

代表者 所属（採択時） 職名 研究課題名 応募枠

北村 嘉邦 農学部 助教
四季咲き花木を利用した省力的・多収量な
高齢者向け農業生産モデルの構築

中山間

武者 一弘 教育学部 准教授 中山間地の小規模学校を拠点としたまちづくりの可能性 中山間

阿久津 昌三 教育学部 教授
長野県における限界集落と地域再生・
活性化に関する社会学的研究

中山間

高橋 伸英 繊維学部 准教授
木質バイオマスの発酵熱を利用したハウス
暖房とCO2施肥による農作物の高収量化 中山間・環境共生

中西 弘充 SVBL 助教 地域資源「桑」の有効活用に関する研究 中山間・環境共生

小西 哉 繊維学部 教授 桑の古木保存プロジェクト 中山間・環境共生

橋本 政晴 教育学部 講師
スケートによる地域振興と地域の生活課題との
接点に関する社会学的実証研究
（長野県南佐久郡小海町／小海スケートクラブを事例として）

文化芸術

上野 豊 農学部 助教 牛用飼料への地産地消コンセプト導入 環境共生

安江 恒 農学部 准教授 低質森林資源有効利用に向けた薪材の科学的性能表示 環境共生

江田 慧子 山総研 助教
地域住民を巻き込んだミヤマシジミの
保全活動と個体群移転技術の確立

環境共生

渡邉 修 農学部 准教授
衛星画像と地形解析による北アルプス地域に
おけるシカ侵入経路の推定

環境共生

竹田 謙一 農学部 准教授
放棄された公共牧場の利活用による
ニホンジカの農林業被害軽減に関する研究

環境共生

中村 幸男
医学部
附属病院

助教
骨粗鬆症体質リスクサービスを用いた、
長野県内における骨粗鬆症治療戦略

提案課題（健康長寿）

横川 吉晴 医学部 准教授
社会福祉協議会支え合い事業を利用する在宅
高齢者の日常生活活動および健康度の特性

提案課題（健康長寿）

採択事業数：H25年度:25件 →H26年度:53件 →H27年度:71件 →H28年度：85件（予定）

平成25年度「第1期 地域志向“研究⽀援”」採択事業（25.11〜26.3）

詳細は地域戦略センター・COC事業のウェブページで公開しておりますのでそちらをご覧ください



地域と連携・地域を活用したPBL教育の導入と効果

地域戦略プロフェッショナル・ゼミ

地域課題解決を目指す人材を育成

25

・地域資源や大学シーズを活用した新しい産業創出に取り組みたい !!

・地域の悩みを解決して元気にしたい、地域を次世代に残したい !!

ビジネス・パーソンではなく、ソーシャル・イノベーター ＆ 次世代育成者へ

大学研究者

×
現場のプロ

座学・演習

×
現場実践

プランニング

×
ネットワーク

事業創出

×
地域講師



地域と連携・地域を活用したPBL教育の導入と効果

課題解決人材の育成カリキュラム開発

26
地域戦略プロフェッショナルゼミ2016



地域と連携・地域を活用したPBL教育の導入と効果

修了生の効力感を強化（受講前後の平均値比較）

1	
2	
3	
4	
5	
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一騎当千！地域変革リーダー＆地域講師の輩出（127名）

N=68

主
体
性

働
き
か

け
る
力

実
行
力

課
題

発
見
力

計
画
力

想
像
力

革
新
力

連
携
力

知
の

共
有

教
育
力

表
現
・

伝
達
力

中芸 芸環 芸全 芸全 中芸 芸 全

前/後

★
★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

★

学生約10名も課外PBLとして参加



地域と連携・地域を活用したPBL教育の導入と効果

教育シーズの水平的体系化（信大COC教育改革）

地域経営

文化芸術

環境共生

健康長寿

多文化共生

防災減災

信州大学には、既に数多くの地域連携・地域活用型の教育活動が存在！

全授業を“地域課題テーマ” から逆引きして、総合力を身につけることがで

きる分野融合的・学際的な教育環境を構築します。

中山間地域の存続と撤退

歴史文化芸術の継承と発展

持続可能な環境共生社会構築

健康長寿と社会の構築

グローバル・多様性社会の構築

地域協働による防災減災
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※地域課題テーマの分類名はCOC事業申請内容に基づく原案。カテゴリの追加や名称等については一部変更になることがあります

シラバスDBを基に

体系化作業
※トピックス作成は

一部教員に協力依頼

今
後
の

発
展

・Local-Global な社会課題テーマ設定

・シラバス検索システム（DB）改良

分野融合（Cross-disciplinary）

一貫教育（Unified-education）

地域を題材に信州、日本、世界の
未来を学際的に考えるテーマ設定

学問×地域で、「独創性」ある未来の人材を育成 その数は
なんと800!?

28



地域と連携・地域を活用したPBL教育の導入と効果

シラバスシステムの改訂と発展

29

平成29年度（予定）
全学横断特別教育プログラム追加

lローカル・イノベーター
lグローバル・リーダー

を育成する少数選抜コース設置

に向けて準備中

・期間：1年後期〜3年前期
・副専攻的な位置づけ
・集中授業やICTを活用したＰＢＬ

等によって課題解決力を磨き、
3年次課題解決型インターンを

最終的な課題とする



地域と連携・地域を活用したPBL教育の導入と効果

COC事業を活用したPBL教育環境の基盤強化

•地域との組織的連携体制の確立
• 自治体等の事業施策への位置づけ、企業等の製品開発ニーズの把握

•地域フィールドや講師のクオリティアップと
個別の人的ネットワークの構築

•研究シーズの開発→教育シーズ

•教育シーズの整理とブラッシュアップ

30

地域との連繋、マネジメント体制の確立によるＰＢＬの推進



4. PBL授業の開発（各論）

地域連繋研究員制度の創設

31



地域と連携・地域を活用したPBL教育の導入と効果

PBL教育は総論賛成だが、各論（授業）は･･･

•個別の授業内容や実施は、各教員が担う（押しつけは無理）

• キャンパス所在地、専門性、対象学年 育成する能力やスキル等

に併せて異なるため当然

•ただし、PBLは「コスト」がかかる！

• 地域との調整に時間がかかる

• 学生を連れ出す際にお金がかかる

• 授業内容の設計に時間がかかる

• 教員も経験値の蓄積に時間がかかる

• 授業ルール等との調整

32

PBLを気軽に増やせと
言われても実は困難

ただでさえ、色々な
負担が増えている。
いくら教育効果が
大きくても簡単に

手が出せない
（他業務や授業の質が
低下しては本末転倒）



地域と連携・地域を活用したPBL教育の導入と効果

地域連携研究員制度によるWin-Winの人材育成
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地域と連携・地域を活用したPBL教育の導入と効果

連携研究員制度を取り入れた共同研究

実績

• 平成26-27年度
• 大町市

• 平成27-28年度
• 塩尻市

• 平成29-30年度
• 塩尻市（予定）

• I市

• 0町

※一年生を主な対象

・マインド育成

・地域社会を知る

34

l 連携協定事業として共同研究契約を締結
•研究員（自治体職員）の育成
•研究員を中心とした共同研究
•上記等と連動したＰＢＬ型の教育（授業）
※人口ビジョン（推計）研究とUIターン要因研究
※地域の居住環境分析と地方の働き方研究

l 研究費（予算）として年間100万程度

•研究員受け入れ費用
•事業費（研究･教育活動）

l 自治体より1名を派遣（毎週1日）

l 担当教員の授業に参加し、授業後研究指導や授業に関
する打合せ

l 前期授業：2コマを講師担当（ＷＳ型）
後期授業：ＰＢＬゼミに毎回出席（授業はＷＳ中心）

l ＰＢＬにおける地域との調整は研究員が担当



地域と連携・地域を活用したPBL教育の導入と効果

塩尻市シティプロモーション共同研究

35

好住者の増加

伝える

ＣＰ共同研究の狙い
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首都圏在住

地方へ移住して、

新しい生活を！

首都圏在住
塩尻出身者

ふるさとで

頑張りたい！

塩尻在住者

塩尻の魅力を

再確認しよう！

冊子

・プレゼン
・対話の場



地域と連携・地域を活用したPBL教育の導入と効果

共通教育：地域ブランド実践ゼミ

36

第１週 10/02（金） ブランド論１（ブランドとは何か、ブランドと現代社会）
第２週 10/09（金） 〔学外〕塩尻市イメージ形成フィールドワーク

10/10（土） 〔学外〕塩尻市イメージ形成フィールドワーク
第３週 10/16（金） ブランド論２（ブランドのメカニズムとプロモーション）
第４週 10/23（金） ブランド論３（地域ブランド構築の実際）
第５週 10/30（金） 〔イベント〕塩尻市議会との対話（地方の仕事と居住）
第６週 11/06（金） インタビュートレーニング・ケース1（長野県企業）
第７週 11/13（金） インタビュートレーニング・ケース2（Knowers）
第８週 11/20（金） インタビュートレーニング・ケース3（SCOP）
第９週 11/27（金） インタビュートレーニング・ケース4（塩尻市地域おこし協力隊）
第10週 12/04（金） リサーチ計画の確定と調整
第11週 12/11（金） 〔学外〕複数企業取材型インターンシップ
第12週 12/18（金） 〔学外〕複数企業取材型インターンシップ
第13週 12/25（金） インタビュー実施報告と内部共有
第14週 01/08（金） インタビューまとめと課題解決プラン
第15週 01/22（金） ローカル ワークライフバランス（LWLB）を考える
第16週 01/29（金） LWLBを考える・プレゼンテーションに向けて
第17週 02/05（金） 個人発表リハーサル
第18週 02/12（金） （学外）成果報告会

●シゴトーク「働くを考える対話イベント」 9/30 （水）

●中部地区COC採択大学学生交流会 3/1（水）岐阜 他に高校にも

インタビュー
実施期間

通常授業225hの2倍！400〜450h以上

だけでなく、課題をこなし、さらに積極
的に課外で塩尻に足を運びました！



地域と連携・地域を活用したPBL教育の導入と効果

働くを考える対話「シゴトーク」

37

学生から働くことへの「疑問〔テーマ〕」を投げかけ、それに答えたい！
改めて考えたい！という企業や団体、学生が参加して「対話」を行いました

給料は…、休みは…

一番大事なのは…

今日参加しての

気づきは…

年収3,000万円で、

週休は3日の暮らし

が…



地域と連携・地域を活用したPBL教育の導入と効果

地域イメージ形成フィールドワーク

38

セイコーエプソン広丘事業所

世界初小型軽量デジタルプリンターEP101から名付けられた（EP-SON）社名の由来、インクジェット、ウォッ
チ、プロジェクタなど数々の世界初を生み出してきたEPSONの技術について、現在の開発拠点「イノベーションセ
ンター」で、お話を聞きました。



地域と連携・地域を活用したPBL教育の導入と効果

地域イメージ形成フィールドワーク

39

塩尻市公式HPより引用

夜通しワークショップ
塩尻市や地域の未来を考える

地域を深く知るためには、地元の食を味わい、夜通し語ることが重要！ということで、塩尻市「塩嶺体験学習の
家」に宿泊をいたしました。栄養士さんにご協力いただき塩尻の給食を味わい、夜中までワークショップを実施
しました。
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地域と連携・地域を活用したPBL教育の導入と効果

対話・インタビュー トレーニング

40
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地域と連携・地域を活用したPBL教育の導入と効果

複数企業取材型インターンシップ 実施先

41

14の企業・団体・組織に伺い、インタビュー調査を実施。地方で「働く・暮らす」を考える際に必要な視点、これ
からの新しい働き方や暮らしへの提案「！」を考えました。→「ローカル・ワークライフ・バランス」



5. PBL教育の効果

組織：社会による評価、学生：行動指標による評価

42



地域と連携・地域を活用したPBL教育の導入と効果

地域連携活動に対する評価（参考指標）

43引用：日経グローカル No.281（2015.12.7）（日本経済新聞社・産業地域研究所 調）

日経「全国大学地域貢献度ランキング」

★2012年以降、4年連続第1位（総合）を獲得！

2015
年

2014
年

2013
年 大学名 国公

私別
総合
得点

1 1 1 信州大学 国立 87.5
2 3 2 宇都宮大学 国立 84.9
3 12 26 兵庫県立大学 公立 84.3
4 2 5 群馬大学 国立 83.9
5 5 13 長崎大学 国立 82.9
6 9 13 徳島大学 国立 81.5
7 4 3 岩手大学 国立 80.2
8 7 7 北九州市立大学 公立 79.3
9 6 8 大阪市立大学 公立 79.1
10 10 6 長野大学 私立 78.8



地域と連携・地域を活用したPBL教育の導入と効果

キャリア（職業面）での実績評価（参考指標）

44信大ＮＯＷ Vol.95より



地域と連携・地域を活用したPBL教育の導入と効果

個別授業の目標に対する効果

•地域ブランド実践ゼミの目標
• 企画力と表現力、行動力の獲得

•目標に向けた授業設計（プロセス）
• 心理学基礎、ブランド論の学習（基礎知識）

• ケースメソッドをベースとした反転学習

• 情報の可視化と構造化のＷＳトレーニング

• 情報分析の基礎と引き出し方トレーニング（インタビュー）

• プレゼンテーション技法の学習

•成果（授業内）
• インタビューの実施、まとめ

• 各種成果発表の場でのプレゼンや資料作成

• メディア等での取り上げ

•成果（授業後）
• 色々な場への参加（主体的学びの行動）

• 自らが課題解決のアクション（プロジェクト）を創出

45



地域と連携・地域を活用したPBL教育の導入と効果

ＣＯＣ学生交流会での発表資料作成（学生作）

46



地域と連携・地域を活用したPBL教育の導入と効果

授業での学びから行動へ（実質の評価指標）

47

「まつもと空き家プロジェクト」

“学生と地域の方の繋がる場所づくり”がコンセプトのま

つもと空き家プロジェクト。今年１月にプロジェクトを立

ち上げ、３月上旬に拠点を確保。５月８日にオープンした

“ロッピキ”は、信州大学松本キャンパスから徒歩６分の

ところに位置します。ロッピキが個々にとって特別な場所

となったメンバー５人に続き、来る 人各々がロッピキを居

場所だと思っていただけるよう、現在土日を中心に活動中

です。具体的には、ご飯会。その他に朝活や写真展、さら

には１日限定居酒屋な どなど。ロッピキを使いたい方と共

に、様々なイベントを企画しています。ロッピキのことが

少し分かってきて興味を持ったかたは是非一度、足を運ん

でいただ きたいところです。住所は松本市北深志三丁目４

－１１。そして期末試験期間前2週間は学生限定勉強スペー

スとなります。皆さんのお越しをお待ちしています。
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